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〔A類理科コース,B類理科コース 対象〕

物理基礎・物理 解答例 令和 8年度
一般選抜前期

私費外国人

帰 国 生

(1)χ 軸の正の向きに動いているときは,負の向きに動摩擦力がはたらく。

その大 きさは μ
′

"ヮ
なので,Aの 運動方程式は Mα =―たχ―μ

′

"」
=

一た
(χ

‐十
駕評) 
と
'よ

る。 これより, α=0 とナょる位置 χ0 1ま χO=―嗚評 であ

る。

(2)(1)の運動方程式より,Aが χ軸の正方向に動いているとき,Aの運動

は単振動と同じ運動になっている。振動の中心が(1)で求めた χ=χOである

ことから,振動の右端を χ=χ.と して,■井 =―≒評 よつてχ・ =L―

2μ
′M♂
となることがわかる。χ=χ.でのばねの復元力が,Aと 水平面との最

大静止摩擦力 μ〃θ より大きければ,Aはχ=χ.で 一旦 止まったのち,ふ

たたび動き出すから,μArθ <た (L―
坐
子つ
を解いて,求める条件は (μ +

2μりlr♂ くたとである。

って同期はT=2πイ7である。
Aの運動方程式は Mα =―たχなので,角振動数はω= vた /И である。よ

(1)振動の左端 (ばねが一番縮んでいるところ)か らばねが自然の長さに

るところまでは A,Bが一体となって単振動し,ばねが自然の長さになった

ところで Aと Bは離れる。一体のときの運動方程式は (M+碗)α =―たχな

ので, こあときの周期は T=2π
ギ零
二である。振動の左端からばねが自然

の長さになるところ (振動の中心)ま でにかかる時間は周期の 1/4だから,

求める時間 tよ 多ギ碍平
である。

(2)Aと Bと が離れてからのAの単振動は χ=0が中心である。Aと Bが

一体のとき χ=0での速さ 7は力学的エネルギー保存則 :(″ +m)y2=

:た
と2から y=寸厚零 とと求まる。

Aと Bと が離れてからのAの単振動の振

幅を どとすると,力学的エネルギー保存則から :ユry2=:た?2ヵ
s成 り立つ

ので, これを角卒いて 7=丁要写とである。
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OP=マR2+ズ2なので,Zに等しい。

αは電流の位相に対する電圧の位相の進みあるいは遅れを表す。

縦軸の正の向きに動く。

z=Zmmのとき,電流の実効値は r=〃ぁれ=//R0
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z=vR2+ズ 2ょり,Zの最小値は,ズ=0のときで,Zmh=R0
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